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別府先生からの学び
-研究者・教育者としての姿勢ー
林 幸克
別府先生とは 2年間ご一緒させていただき，様々なご指導を頂戴しました。
先生とは教職課程の同僚としてz 多くの会議で同席させていただきました。その会議の前後
で，時間的には紐いものの，先生とお話をする中で，貴重な知見・示唆をもらいました。その
一つに，研究者・教育者として在り方に関することがあります。
周知のとおり，先手伝の専門は教育史・大学史です。他方，大学での主な担当講義は，教育実
習関連科目のほかに，教育思想史があります。教育史・大学史と教育思想史，一瞥すると類似
しているように恩われますが，必ずしも合致するわけではありません。いわば，研究と教育の
聞にギャップが存在するのです。研究を深めれば深めるほどそのギャップは鮮明になり，違和
感を覚えることもあります。自分などにしてみれば，研究していることをかみ砕いて，そのま
京講義に援用できればいいのになあと考えてしまいますが，先生の見解は違いました。 I研究
(専門)と教育(授業)のギャップは，研究と教育に深みをもたらす」という認識でした。自
分の専門分野と担当講義が合致する方が稀で，むしろ，専門分野の周辺領域の講義をすること
の方が一般的かもしれません。その周辺領域とどのように向き合うのか，その姿勢に研究者・
教育者としての真価が問われるということです。そこを自覚され，実践されているところに敬
服しました。
研究者としての最近の主要業績を拝読すると， ~ドイツにおける大学教授の誕生Jl (創文社，
1998)， ~<大学>再考一概念の受容と展開一Jl (知泉書館， 2011)， ~近代大学の揺藍-18
世紀ドイツ大学史研究一Jl (知泉書館， 2014)などがあり，精力的に活動そ展開きれているこ
とがわかります。また，これらの業績は， ~教育学研究Jl (日本教育学会)や『日本の教育史
学Jl (教育史学会)などで紹介され，学術的にも認められていることが明らかです。自身の専
門を追究することが，周辺領域への見識を深め，教育にもつながるという想いが，有意な大著
となって表出しているのです。
また，その想いが，確実に学生にも伝わっていることを実感させられることがありました。
木『教職課程年報』の編集担当として，編集に当たり，先生への寄稿文をどなたにお願いする
かご相談した時に，すぐに内諾を得ていただき，お名前とご所属・連絡先をご教示いただきま
した。仕事の早さはもちろんのこと，すぐに寄稿者を確定することができる，信頼関係に裏打
ちされた人脈が多方面に広がっているということに驚きました。
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さらに，それどは別に，有志で別府先生への寄稿文集が企画・発刊されようとしていること
をお聞きしました。学内外の有識者をはじめ，卒業生・在校生もそこに~を連ねているどのこ
とです。日頃の研究・教育が，こうした形で結実することにも，改めて人望の厚さを感じまし
た。
先生から学んだことを，少しでもこれからの研究・教育に活かしていきたいと考えておりま
す。
短い問でしたが，ありがとうございました。
-42-
